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「
秋
ら
め
な
い
夏
ま
つ
り
」
を
総
括
点
検

秋開催に賛同意見も
今
秋
開
催
し
た
学
区
の
令
和
４

年
度
夏
ま
つ
り
「
秋
ら
め
な
い
夏

ま
つ
り
」
の
次
回
開
催
に
向
け
て

の
検
討
会
が
11
月
13
日
、
ま
つ
り

実
行
委
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
開

か
れ
た
。
検
討
会
で
は
、
実
行
委

メ
ン
バ
ー
ら
か
ら
今
回
開
催
し
た

ま
つ
り
で
気
づ
い
た
点
、
改
善
点
、

評
価
で
き
る
こ
と
を
意
見
と
し
て

あ
ら
か
じ
め
文
書
で
挙
げ
て
も
ら

い
、
協
議
し
ま
と
め
た
。
来
期
早
々

に
実
行
委
を
立
ち
上
げ
、
ま
と
ま
っ

た
意
見
を
基
に
令
和
５
年
度
の
ま

つ
り
の
計
画
作
り
を
行
う
。

今
年
の
夏
ま
つ
り
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
と
真
夏
の
熱

中
症
リ
ス
ク
を
避
け
て
秋
開
催
に

延
期
、
ま
つ
り
名
も
「
秋
ら
め
な

い
夏
ま
つ
り
」
と
題
し
10
月
22
日
、

日
吉
台
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
実
施
し

みんながゆっくり楽しめる祭り実現を

た
。
学
区
の
ま
つ
り
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
２
年
連

続
で
中
止
さ
れ
今
年
は
、
３

年
ぶ
り
の
開
催
。
実
行
委
も

組
織
を
改
編
、
ま
つ
り
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
実
施
し
た
。

実
行
委
に
よ
る
と
、
入
場

票
の
集
計
で
は
来
場
者
は
約

１
０
０
０
人
。
４
分
の
１
が

学
区
外
入
場
者
で
、
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
の
仮
装
姿
の
来
場
者
も
多

く
、
久
し
ぶ
り
の
ま
つ
り
と

あ
っ
て
例
年
に
な
い
盛
り
上

が
り
を
み
せ
て
い
た
。

検
討
会
で
ま
と
め
た
意
見

の
主
な
も
の
は
、
「
開
催
日

程
と
時
間
に
つ
い
て
」
「
全

体
の
レ
イ
ア
ウ
ト
」
「
ご
み

持
ち
帰
り
に
つ
い
て
」
「
出

店
部
門
」
「
出
演
部
門
・
音

響
」
「
電
気
照
明
」
「
広
報
・

写
真
」
「
設
営
・
運
搬
」

「
組
織
、
運
営
に
関
す
る
こ

と
、
そ
の
他
」
ー
な
ど
多
岐

に
わ
た
っ
た
。

検
討
会
で
は
、
秋
開
催
に

つ
い
て
、
出
演
者
や
協
力
者

に
熱
中
症
リ
ス
ク
が
な
く
体

力
的
に
も
楽
な
秋
の
夕
開
催

が
良
い
と
意
見
が
あ
っ
た
半

面
、
10
月
開
催
は
、
運
動
会

な
ど
の
行
事
が
多
く
、
他
の

行
事
と
の
調
整
が
必
要
と
の

声
も
あ
っ
た
。

開
催
時
間
に
つ
い
て
は
、

時
間
が
短
く
出
演
者
、
出
店

者
が
ゆ
っ
く
り
ま
つ
り
を
楽

し
め
な
か
っ
た
。
時
間
を
延

長
し
、
全
員
が
楽
し
め
る
ま

つ
り
開
催
を
望
む
声
も
出
て

い
た
。
秋
開
催
の
夏
ま
つ
り

に
つ
い
て
は
、
季
節
に
関
係

な
い
「
日
吉
台
ま
つ
り
」
の

名
称
に
し
て
は
と
の
提
案
も

あ
り
注
目
さ
れ
た
。

校
舎
背
景
の
円
弧
状
の
会

場
レ
イ
ア
ウ
ト
は
お
お
む
ね

好
評
だ
っ
た
。
、
ス
テ
ー
ジ

音
響
の
評
判
も
良
か
っ
た
が

ス
テ
ー
ジ
後
ろ
の
校
舎
背
景

の
照
明
効
果
の
改
善
意
見
が

出
て
い
た
。

出
店
部
門
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
飲
食
店
ブ
ー
ス
の
出
店

が
少
な
か
っ
た
が
、
来
年
は

増
や
し
て
欲
し
い
。
座
っ
て

食
べ
る
場
所
の
確
保
を
求
め

る
声
も
寄
せ
ら
れ
、
当
日
出

店
会
場
で
過
剰
電
力
消
費
で

停
電
す
る
ブ
ー
ス
が
あ
り
、

届
出
以
外
の
照
明
器
具
、
電

気
器
具
の
使
用
制
限
の
厳
守

を
求
め
る
声
が
あ
っ
た
。

1
丁
目
南

公
園
内
の

楠
木
８
本
と
ト
ウ
カ
エ
デ
３

本
に
つ
き
ま
し
て
は
、
１
２

月
末
ま
で
に
指
定
管
理
者
に

よ
り
、
強
剪
定
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

国
道
沿
い
の
樹
木
の
剪
定

に
つ
い
て
は
、
他
の
箇
所
に

お
い
て
も
多
く
の
ご
要
望
を

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
予
算
の
範
囲
内
で
、

順
次
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご

要
望
を
踏
ま
え
、
現
地
を
確

認
の
上
、
検
討
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

国
道
沿
い
の
除
草
に
つ
い

て
は
、
他
の
箇
所
に
お
い
て

も
多
く
の
ご
要
望
を
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

予
算
の
範
囲
内
で
、
順
次
実

施
し
て
い
ま
す
。
ご
要
望
を

踏
ま
え
、
現
地
を
確
認
の
上
、

検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
（
国
交
省
滋

賀
国
道
事
務
所
回
答
）

１
丁
目
北

石
垣
に
生

え
る
草
類
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
除
草
の
方
法
を
検
討
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
除
草
後

の
石
垣
を
伝
っ
て
落
ち
た
木

や
草
に
つ
い
て
は
、
除
草
実

施
の
際
に
回
収
す
る
よ
う
委

託
業
者
に
指
示
い
た
し
ま
す

古
墳
内
の
樹
木
に
つ
い
て
、

今
後
も
計
画
的
に
剪
定
・
伐

採
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
は
、
年
内
に
出
入
り

口
部
分
を
中
心
に
実
施
す
る

予
定
で
す
。
蔦
類
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
ら
の
剪
定
、
伐
採

に
合
わ
せ
て
処
理
い
た
し
ま

街
路
樹
の
伐
採
に
つ
き
ま

し
て
は
、
通
行
者
や
家
屋
の

安
全
を
阻
害
す
る
場
合
な
ど

に
お
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。
街
路
樹
の
根
本
を
囲

う
構
築
物
に
つ
き
ま
し
て
は
、

修
繕
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

２
丁
目
南

ご
要
望
箇
所

の
街
路
樹
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
年
度
、
剪
定
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
次
年
度
以
降
に

つ
き
ま
し
て
は
、
街
路
樹
が

通
行
の
支
障
と
な
る
場
合
に

剪
定
な
ど
の
対
応
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す

市
街
灯
の
設
置
は
、
各
地

域
よ
り
多
く
の
要
望
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
交
通
量
、
周

辺
に
お
け
る
既
設
灯
や
添
架

で
き
る
電
柱
等
の
状
況
を
踏

ま
え
た
上
で
判
断
し
、
優
先

す
べ
き
も
の
か
ら
設
置
し
て

お
り
ま
す
。
（
指
摘
）
の
地

図
Ａ
に
関
し
ま
し
て
は
、
市

街
灯
が
樹
木
に
覆
わ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
剪
定
に
よ
り

支
障
が
な
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
市
街
灯
を
新
設
す
る
考

え
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
（
指

摘
の
）
地
図
Ｂ

に
関
し
ま

し
て
は
、
交
通
量
や
距
離
等

の
状
況
か
ら
、
市
街
灯
を
新

設
す
る
考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
現
状
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。２

丁
目
北

ご
要
望
の

河
川
は
、
滋
賀
県
の
所
管
と

な
り
ま
す
の
で
、
大
津
土
木

事
務
所
へ
直
接
ご
要
望
く
だ

さ
い
。
な
お
、
こ
の
度
の
要

望
に
つ
き
ま
し
て
は
、
情
報

共
有
い
た
し
ま
し
た
。

ご
要
望
の
関
西
電
力
柱
は
、

関
西
電
力
㈱
様
が
開
閉
器
を

設
置
さ
れ
て
お
り
、
市
街
灯

の
添
架
が
認
め
ら
れ
な
い
電

柱
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
昨

年
度
新
た
に
２
灯
設
置
し
た

こ
と
に
よ
り
、
必
要
最
低
限

の
照
度
は
確
保
さ
れ
て
い
る

も
の
と
判
断
し
ま
し
た
の
で
、

現
状
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

学
区
要
望
回
答
・
自
治
会
分

通
学
路
合
同
点
検
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

５
年
度
ま
つ
り
実
施
に
活
用
へ

実行委

通
学
路
事
故
か
ら
子
ど
も

た
ち
を
守
る
日
吉
台
小
学
校

の
令
和
４
年
度
通
学
路
合
同

点
検
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
、

こ
の
ほ
ど
点
検
結
果
が
ま
と

め
ら
れ
た
。
指
摘
が
あ
っ
た

地
点
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当

の
機
関
が
点
検
結
果
を
検
討
、

対
策
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
な
お
、
今
回
の
指
摘

箇
所
の
う
ち
、
市
民
セ
ン
タ
ー

付
近
の
横
断
歩
道
の
街
路
樹

伐
採
に
つ
い
て
は
、
学
区
要

望
と
し
て
実
施
が
決
ま
っ
て

い
る
。

平
成
24
年
春
、
京
都
府
亀

岡
市
で
発
生
し
た
通
学
路
で

の
児
童
死
傷
事
故
を
受
け
、

平
成
26
年
度
に
大
津
市
教
委

が
通
学
路
安
全
対
策
協
議
会

を
設
置
、
毎
年
市
内
小
学
校

区
で
地
域
の
関
係
機
関
が
連

携
し
て
危
険
箇
所
の
合
同
点

検
を
実
施
し
て
い
る
。

日
吉
台
小
で
は
、
同
小
教

職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
通
学
路
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
、
学
区
自
主
防
犯
会
員
、

大
津
署
、
大
津
市
、
市
教

委
な
ど
が
参
加
し
て
６
月

17
日
に
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
っ
た
。
今
年
は
、
こ

れ
ま
で
か
ら
継
続
し
て
監

視
を
続
け
て
き
た
地
点
と

今
回
、
学
区
住
民
や
父
母
、

学
校
な
ど
が
通
学
路
し
て

懸
念
さ
れ
る
地
点
合
せ
て

7
地
点
を
パ
ト
ロ
ー
ル
、

問
題
点
を
検
証
し
た
。

学
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
、

学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

日
吉
台
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は

3
団
体
共
催
で
、
12
月
４
日
、

午
前
9
時
45
分
、
日
吉
台
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第
18

回
日
吉
台
「
３
世
代
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
」
を
開
催

す
る
。
集
い
で
行
わ
れ
る
の

は
、
日
吉
台
学
区
外
周
を
巡

る
２
・
５
㌔
の
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
と
、
ス
リ
ー
ス
マ
イ
ル
ゴ

ル
フ
。
ま
た
、
日
吉
台
小
体

育
館
で
は
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
と

い
う
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
を
実

施
す
る
。

当
日
雨
天
の
場
合
は
、
体

育
館
で
開
会
式
、
ボ
ッ
チ
ャ

の
み
を
行
う
。

３
世
代
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

12
月
４
日
、
日
吉
台
小
で
開
催
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奈
良
女
子
大
生
が
視
察
、
研
究

日
吉
台
学
区
の
空
き
家
対
策
取
り
組
み

空
き
家
対
策
を
テ
ー
マ
に

卒
業
論
文
を
作
成
す
る
た
め

奈
良
市
の
国
立
奈
良
女
子
大

学
生
２
人
が
11
月
12
日
、
日

吉
台
学
区
を
訪
問
、
空
き
家

対
策
委
が
行
う
活
動
の
研
究
、

視
察
を
行
っ
た
。
学
区
の
空

き
家
対
策
委
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
禍
、
見
守
り
活
動
な
ど
感

染
症
に
影
響
が
少
な
い
分
野

で
の
活
動
は
し
て
い
た
が
、

学
区
外
か
ら
の
視
察
、
調
査

の
受
け
入
れ
な
ど
は
中
断
。

こ
の
奈
良
女
子
大
生
の
研
修

受
け
入
れ
が
、
外
向
け
活
動

の
再
開
と
な
る
。

研
究
に
訪
れ
た
の
は
、
同

大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
博

士
後
期
課
程

社
会
生
活
環

境
学
専
攻
の
崔
銀
淑
さ
ん
と

同
大
生
活
環
境
学
部
住
環
境

学
科
４
回
生
、
谷
口
桃
菜
さ

ん
。
２
人
は
、
大
学
で
地
域

活
性
化
を
研
究
す
る
中
山
研

究
室
に
所
属
。
崔
さ
ん
は
、

日
本
の
空
き
家
対
策
、
谷
口

さ
ん
は
、
自
治
会
が
行
う
空

き
家
対
策
を
テ
ー
マ
に
研
究

活
動
を
続
け
て
い
る
。
今
回
、

ネ
ッ
ト
で
日
吉
台
学
区
自
治

連
合
会
が
空
き
家
対
策
活
動

を
続
け
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

訪
問
し
た
。

谷
口
さ
ん
ら
は
、
日
吉
台

２
丁
目
の
空
き
家
で
、
空
き

家
対
策
委
の
見
守
り
隊
が
行

う
、
庭
木
伐
採
な
ど
の
作
業

を
見
学
、
見
守
り
隊
の
岸
本

善
春
さ
ん
ら
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
っ
た
。
こ
の
あ
と
、
日

吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
空

き
家
対
策
委
の
濱
崎
博
・
事

務
局
長
ら
委
員
会
メ
ン
バ
ー

と
面
談
、
学
区
の
状
況
、
自

治
会
が
行
う
空
き
家
対
策
の

実
態
、
空
き
家
の
利
活
用
対

策
な
ど
の
聞
き
取
り
調
査
を

行
い
、
委
員
メ
ン
バ
ー
の
声

を
ス
マ
ホ
に
録
音
、
熱
心
に

ノ
ー
ト
に
ペ
ン
を
走
ら
せ
て

い
た
。

調
査
後
「
ネ
ッ
ト
や
文
献

な
ど
理
論
的
な
勉
強
よ
り
、

実
際
の
委
員
の
メ
ン
バ
ー
の

お
会
い
し
、
直
接
感
じ
る
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
見

学
し
て
み
る
と
、
自
分
で
調

べ
て
い
た
だ
け
で
は
分
か
ら

な
か
っ
た
こ
と
を
た
く
さ
ん

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
メ
ー
ル
で
感
想
を
寄
せ
て

い
た
。

フジ棚下を集える場に

日
吉
台
小
中
庭
の
フ
ジ
棚
下
を

み
ん
な
が
集
え
る
場
所
に
、
と
同

小
６
年
生
児
童
が
木
製
の
ベ
ン
チ

や
テ
ー
ブ
ル
造
り
に
挑
む
こ
と
に

な
り
11
月
4
日
、
図
工
室
で
組
立

て

作

業

を

開
始
し
た
＝

写
真
。

同

小

が

実

施

す

る

夢
プ
ロ
ジ
ェ

ク

ト

事

業

の
第
２
弾
。

今
年
は
６
年
生
が
、
中
庭
を
み
ん

な
が
集
え
る
憩
い
の
場
づ
く
り
に

し
よ
う
と
提
案
、
子
ど
も
た
ち
が

手
づ
く
り
の
木
製
ベ
ン
チ
、
テ
ー

ブ
ル
、
椅
子
な
ど
を
置
く
こ
と
を

決
め
、
1
学
期
末
に
18
人
が
3
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
デ
ザ
イ
ン
を

制
作
し
た
。

今
年
の
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、

３
丁
目
東
の
能
面
作
家
、
吹
田
照

義
さ
ん
、
自
主
防
犯
推
進
会
長
の

山
下
英
子
さ
ん
、
学
区
ス
ポ
ー
ツ

振
興
会
長
の
上
嶋
徳
久
さ
ん
ら
３

人
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
応
援
。

吹
田
さ
ん
ら
が
材
料
の
木
材
調
達

か
ら
子
ど
も
た
ち
が
デ
ザ
イ
ン
し

た
作
品
を
組
立
て
や
す
い
よ
う
に

製
材
な
ど
の
準
備
作
業
を
す
ま
せ

て
い
た
。

こ
の
日
の
組
立
て
作
業
で
は
、

ま
ず
吹
田
さ

ん
か
ら
県
内

産
の
良
質
の

杉
材
を
使
用

し
て
い
る
こ

と
や
木
材
の

性
質
、
工
程

の
説
明
な
ど

を
学
ん
だ
あ
と
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の

上
嶋
さ
ん
ら
の
助
言
を
受
け
な
が

ら
自
分
た
ち
が
考
え
た
テ
ー
ブ
ル
、

ベ
ン
チ
な
ど
の
組
み
立
て
に
挑
戦

し
た
。

学
区
社
会
福
祉
協
議
会

（
呉
屋
之
保
会
長
）
と
学
区

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
野
々

口
義
信
会
長
）
が
共
催
す
る

福
祉
ま
ち
づ
く
り
講
座
「
生

き
が
い
・
健
康
・
つ
な
が
り

作
り
」
～
心
を
ほ
ぐ
し
、
元

気
で
笑
い
、
仲
間
と
つ
な
が

る

そ
し
て
、
次
の
世
代
に

引
き
継
い
で
行
く
～
が
11
月

10
日
、
日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
＝
写
真
。

講
師
は
、
大
阪
府
内
に
事

務
所
を
置
く
あ
そ
び
の
工
房

「
も
く
も
く
屋
」
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー

田
川
雅
規
さ
ん
。
田
川
さ
ん

は
、
「
講
演
会
場
に
来
る
人

は
い
つ
も
顔
ぶ
れ
が
決
ま
っ

て
い
る
」
の
法
則
を
打
破
す

る
べ
く
「
講
演
会
は
楽
し
い

ぞ
」
を
掲
げ
遊
び
心
満
載
の

新
鮮
話
材
を
各
地
に
届
け
る

講
演
屋
さ
ん
、
と
自
己
紹
介

す
る
。
田
川
さ
ん
の
こ
の
講

演
会
は
、
昨
年
11
月
に
も
計

画
さ
れ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
拡
大
で
中
止
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
日
の
講
演
会
に
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
メ
ン
バ
ー
、

学
区
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
、
学

区
住
民
約
70
人
が
参
加
。
参

加
者
ら
は
、
田
川
さ
ん
の
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
話
術
に
魅

せ
ら
れ
、
参
加
者
ら
を
巻
き

込
ん
だ
遊
び
な
が
ら
の
体
験

型
の
健
康
づ
く
り
講
座
を
楽

し
ん
で
い
た
。

学
区
民
会
議
の
日
吉
台
夢
・

未
来
事
業
推
進
委
員
会
（
森

育
寿
会
長
）
は
、
11
月
８
日

日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開

い
た
委
員
会
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た
学
区

の
新
年
恒
例
行
事
、
令
和
５

年
の
「
も
ち
つ
き
」
と
「
ど

ん
ど
焼
き
ま
つ
り
」
を
３
年

ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
を
決

め
た
。

「
も
ち
つ
き
」
は
、
来
年

１
月
７
日
午
前
10
時
、
日
吉

台
小
体
育
館
、
中
庭
で
。

「
ど
ん
ど
焼
き
ま
つ
り
」
は
、

翌
８
日
同
10
時
、
日
吉
台
小

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
す
る
。

も
ち
つ
き
は
、
雨
天
決
行
、

ど
ん
ど
焼
き
ま
つ
り
は
、
９

日
に
順
延
す
る
。

県
内
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
患

者
数
は
、
11
月
に
入
り
増
加

傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
住
民
の
間
に
行

き
渡
り
、
事
業
実
施
で
地
域

交
流
、
地
域
の
活
性
化
効
果

が
期
待
さ
れ
る
と
し
て
こ
の

日
の
委
員
会
で
、
コ
ロ
ナ
感

染
対
策
を
万
全
に
行
っ
た
う

え
で
実
施
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
日
本
医
師
会
に
よ
る
と

コ
ロ
ナ
感
染
症
は
11
月
中
旬
、

８
波
入
り
し
た
と
み
ら
れ
る

と
発
表
。
夢
・
未
来
事
業
推

進
委
で
は
、
県
内
で
緊
急
事

態
宣
言
が
出
る
よ
う
な
事
態

に
な
れ
ば
、
事
業
中
止
も
考

え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

児
童
ら
が
木
製
の
ベ
ン
チ
、
テ
ー
ブ
ル
づ
く
り

日
吉
台
小
・
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

新
春
恒
例
、
も
ち
つ
き
・
ど
ん
ど
焼
き
ま
つ
り

３
年
ぶ
り
開
催
へ
、
夢
・
未
来
事
業
推
進
委

福祉まちづくり講座開催

学区社協、老人クラブ連共催で

空き家対策委のメンバーから聞き取り調査をする崔さんと谷口

さん（上）下は、見守り隊の活動を実際に見学する2人


